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理,sEM観 察,硬 さ測定,ア ノー ド分極測定お
よびXRD測 定 を行った。









硬化熱処理を施 した場合 とほぼ同じ硬 さ値 となる
一方で22Tは247(Hv)と低 くなった。アノー ド分
極曲線か ら,22Tと250TのOCPは通法の700T
よ り貴 な位置 にシフ トした。22Tと250Tはsol
の耐食 性には及ばないものの耐食性の改善が示唆
され た。 また400TのOCPは,　SEM像やXRD
の結果 を反映す るように最 も卑な位置に現れた。
XRDの結果から,22Tではα単相(FCC)とな り

















【目　 的】14k金合金 について鋳型温度 を室温





【材 料 お よび 方法 】 合 金 試 料 の組 成 は58%
Au-15%Ag-3%Pd-24%Cuであ る。試料の形
状は厚 さ1.3mm,直径9mmの 円板状 とした。鋳
型温度 を次の4条件に変えて鋳造 した。鋳型温度
を700℃に した場合 を700Tとし,同 様 に400℃,
250℃,22℃を400T,250T,22Tと表 記 した。
また700Tのみ800℃で溶体化処理を施 し,　solと
表記した。鋳造体は耐水研磨紙 とアル ミナ懸濁液
を使用 し鏡面に仕上げた。その後,エ ッチング処
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